
用瀬地区まちづくり協議会 

地域コミュニティ計画  『用瀬地区まちづくり計画』

 策定時期  平成 22年 5月 31日 
（平成 26年 4月 27日 第２次計画 改訂）（平成 30年 4月 第３次計画 改訂） 

 支援宣言  平成 22年 7月 15日 
 目   標  自然を大切にし、ひとにやさしいまちづくり ～自然を生かした心のふれあう用瀬地区～

 地域の課題  

高齢化率の上昇と少子化が、集落の人口減少に拍車をかけています。公民館利用者の固定化と高齢化にも影響を
受けています。地区内では、空き家も増加し、利活用できずに廃屋になるケースもあります。 
若者が地域にかかわることが希薄になっており、今後まちづくり協議会の事業内容が課題となります。 

 主な活動内容 

事業① 花いっぱい運動（春・秋） 

各集落に配布してあるプランターに、花苗を植えて各集落の公民館周辺に置いてもらう活動を春と秋に実施しています。
春はもちがせマラニック大会が開催され、その際ウォークコースになっているため、まちなかを花で迎えるようにしています。秋は、
住民対象にチラシを配布し花苗販売をしています。この事業は永年継続して実施しており、住民に定着した事業となってい
ます。 

事業② おやこ de ふれあい 

 地域の子どもたちの健やかな育成を考え、親子でふれあいながらものづくりを基本にした事業を実施しています。令和
６年度は、近隣の施設に赴き「石窯ピザ作り体験」として、ピザ生地を伸ばしトッピングまで協力して作り上げ、おいしくい
ただきました。参加者の方から、参加して良かったと大変好評でした。 

事業③ 用瀬ふれあい運動会 

６月上旬実施の運動会は、まちづくり協議会の最大事業となっています。少子高齢化の中、年々参加者が減少し
ているのが課題ですが、みんなで楽しくできる種目を厳選して参加しやすいものになっています。地区住民が一同に集ま
る事業となっています。また、中学生がボランティアで役員を務め、運営協力など大いに盛り上げてくれています。 

 今後の計画 

 5 つの部会の事業は、固定化した事業もありますが、毎年部会を開催し内容の課題・検討を実施しています。 
 他の部会や団体と重複している部員もあり、集落からの選出も年々苦労が多くなっています。 
 現在の地域の現状をふまえた上で、事業計画と内容を検討していきます。住民に対してまちづくり協議会事業に参加を
促し、魅力ある事業を展開させていく努力をしていきたいと思います。 
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